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余剰次元の探索 超対称性理論以外にも、標準模型の問題点を解決するための現象モデルが数多く提唱されている。
その中で、余剰次元（Extra Dimension）に関するものが多くある。

余剰次元モデルでは、超対称性理論とは別のアプローチで、標準模型の各問題点を解決する。
また、余剰次元での強力な重力相互作用により、ミニブラックホールを予言する。

余剰次元モデルには大まかにわけて左記の3つのカテゴリーがあり、LHCでの探索では
異なる信号を示す。実際の探索は余剰次元にモデルを限定せず終状態の信号形態別に進めている。

主に、高運動量2体粒子の終状態（共鳴、非共鳴）、高運動量単体・複数粒子の終状態を想定する。

[1] ２粒子共鳴探索

[3] 高エネルギージェットの構造 [4] 探索のまとめ

2015年7月の時点で兆候は確認されていない。

[2] 暗黒物質探索 (単体粒子探索)

e+e-終状態 ２ジェット終状態

余剰次元モデルでは、グラビトンが直接生成された場合、通常
の信号とは考えられない Mono-粒子(ジェット、W等)が生成され
る。この場合、ジェットとは反対側の方向に消失エネルギーが
出てくる。

また、暗黒粒子候補であるWINP(χ)がLHCでも生成可能な質
量領域にある場合、同様の信号を生み出す。

トップクオーク(質量172GeV) がジェットとして観測される場合、
ジェット内部に特徴的な構造を持つ。
高エネルギー・トップクオークジェットは、新しい物理に感度が良い。

Mono-ジェット探索

多くのモデルが検証されている。

Mono-W 探索
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